
 
 

 

 
 
 
 
 
  

 

 

架橋点が自由に動ける架橋剤を開発 

〜従来利用されてきた多くの高分子ゲルに柔軟な力学物性をもた

らすことが可能に〜 

名古屋大学大学院工学研究科 竹岡敬和准教授等は、架橋点が自由に動くことの

できる架橋剤を開発し、それを用いて高分子ゲルを作ると、高分子ゲルが非常に高

い靭性と伸張性を示すことを明らかにしました。 

また、この架橋剤を用いて調製した刺激応答性高分子ゲルの応答速度は、従来の

高分子ゲルに比べて飛躍的に速くなることも分かりました。 

従来の高分子ゲルは、力学的な脆さや応答の遅さが原因となり、その刺激に応じ

た体積や表面の変化を利用した人工筋肉、ドラッグデリバリーシステム、センサー、

再生医療用の培養床としての実用化が困難でした。本研究結果から、今後、刺激応

答性高分子ゲルの上記の目的への利用が期待できます。 

本研究成果は、2014 年 10 月 8 日発行（英国時間）、英国の国際学術雑誌『Nature 

Communications』誌（電子版）に掲載されます。 
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